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　今回は，下水道の再構築事業と非
開削技術の優位性，第３弾だ。
　さて，下水道の機能を将来にわた
り担保する基幹施設は，都市域から
発生する下水を円滑に収集する“下
水道管路”と，集めた下水を適正に
処理し，その過程から資源やエネル
ギーを創出，回収する処理場だ。両
者の健全な機能が永続的に保たれて
こそ，下水道再構築の成就と言える。
　だが，この両者，新設の場と再構
築の場では，置かれる立場，住民・
市民との力関係で逆転する。おわか
りであろうか。しかし，そのことが，
下水道再構築，殊に，下水道管路施
設の再構築において，最大の障壁と
なる危険性がある。それを最小限の
リスクで乗り切るための手法が「非
開削技術」，なかでも「推進技術」や
「管路更生技術」となるはずだ。
　両者で何が違うか，まずは処理場。
ある都市で下水道事業を着手するに
あたり，首長の最大の悩み，苦悩の
種は，どこに処理場を持っていくか
だ。所詮，下水道は地域からの下水
を自然流下方式で集めることが基本
だから，市街地の最下流部，しかも
現状の土地利用状況から取得面積が
確保できる個所が適地となる。した
がって，その選択肢はさほど多くな
いはずだ。だからと言って，下水処

理場建設候補地となった地区では，
隣接する地域住民はあらゆる手段を
通じ，猛烈に建設反対を叫ぶはずだ。
それを抑えるには，事業者側に相当
な時間，努力，忍耐，知恵が必要だ。
往々にして，地元への土産費用も用
意しなければならない。一度，それ
が決着したとしても，処理場建設時
はもちろん，供用開始以後も周辺住
民に対する細心の配慮は続く。
　だが，時の流れは，人の感情を宥
めるものだ。ましてや，処理場在り
きを前提に移り住む住民や世代交代
が進めば，処理場の存在自体，地域
に溶け込んでゆく。隣接住民は処理
場が目に映るとしても，日常の風景，
無意識下だ。鉄製フェンスと植栽で
囲われた処理場敷地内で，どんな事
業が進行し，どんな工事がなされて
いようと，周辺住民にとっては良い
意味での無関心事項だ。ならばこそ，
下水道事業者は，自らの裁量と財源
を基に，自ら定めた目標と手段をもっ
て処理施設再構築事業に取り組める
はずだ。処理場の塀の中は，正に，
事業者の一人舞台だ。好きな自由演
技ができる。
　一方，下水道管路はどうだ。通常，
下水道管路は付近の住民や多くの車
両が往来する街中の道路の下にある。
もちろん，誰もが自由に出入りする

オープンな空間だ。下水道事業者は，
そこで限られた空間ではあるが外部
の人々の立ち入りを制限し，下水道
管路の敷設工事を行わなければなら
ない。住民とは至近距離であり，住
民は工事に起因する直接的，あるい
は間接的影響を直に受ける。当然，
そこには苦情や厳しい抗議も出てこ
よう。
　でも，新設の場合にはそこにも福
音がある。それは，住民にとって我
が家に初めて下水道がやってくるこ
とだ。これで，汲み取りトイレから
の解放，年寄りや子供に優しい洋式
トイレへの変更，洗浄機能付き便座
の使用の可能だ。仮に，以前より戸
別浄化槽であっても，その管理の煩
わしさから解放される。その期待感
から，短期間，下水道工事による多
少の不便，苛立ちも忍耐の範囲に収
まろう。なかには，工事現場の横を
通り過ぎる住民から，工事関係者に
「ご苦労様」の声も聞けるかもしれな
い。だが，下水管路の再構築工事の
場合はどうだ。住民にとって，利便
性の向上は一切無し。迷惑千万。苦
情，抗議の標的。だったら，事業者
側はどうしたらよいか。話はつづく。
	 〈編集委員長　石川和秀〉
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